


１、 �テレワーク等を実践し自宅で働いたオトナ達へ、

これからも地域社会で率先して 関わってもら

い、行動して欲しいことは何でしょうか。

　　⇒ �自身が持っている知識や経験、スキルを活か

して、地域コミュニティの活性化や「居場所」

の創出など、地域を支えていただきたい 

2 、�東京都 ( 行政 ) から地域に戻ったオトナと勤務

先 ( 企業 ) へ、コミュニティの重要性と その関

わりを理解して実行するための提案、施策はあ

りますか。

　　⇒ �地域を支える人材を、地域の課題解決に取り

組もうとする町会・自治会等に、コーディ

ネーターとして派遣し、支援　 町会・自治会、

大学、企業、ＮＰＯ等が連携して、コーディ

ネーターの下、地域資源を活用しながら、課

題を解決する取組を行う。取組を通じて生ま

れる人と人とのつながりが、コミュニティを

活性化し、新たな支え合いの形を創出  

 

2020 年2020 年 COVID-19COVID-19 のパンデミックのパンデミック（感染爆発）（感染爆発）を経験してを経験して
緊急時対応のための地域コミュニティつくり、緊急時対応のための地域コミュニティつくり、

ボランティアについてボランティアについて

3 、�一同に会して ( 密集 ) 事業を多く行っていた既

存のボランティア団体に、これから期待してい

ること、また今後変化して欲しいことは何かあ

りますか。

　　⇒ �オンラインの活用などをさらに加速し、「人」

と「人」との繋がりがより多様化することを

希望   

4 �、東京の魅力について、生活様式の変化、衛生面

を考慮すると、都心への通勤や夜間 の接待飲食等

の習慣が変わり街の機能に変化が起こると思われ

ます。東京の新しい価 値を創造する準備はしてあ

りますか。具体的にご案内ください。

　　⇒ � 「ポスト・コロナ」も見据え、第一線の経営

者や IT 分野の専門家など、幅広い方々から

のご意見を賜りながら、東京の構造改革につ

いて、検討を進めていきたいと考えている。 

また、都民の皆様や大学研究者、医療機関、

企業などから、「新型コロナウイルスを克服

し、未来の東京を造るアイデア」の募集を行っ

ている。

3 月～ 5 月新型コロナが蔓延し、小池都知事と伊賀 G の予定していた対談がキャンセルとなりました。

今回、4 つの質問をメールでやりとりするという方法で回答をいただけました。回答の中で「新しい地域コミュニティつくりに、

都からコーディネーターが派遣される」、そして「未来都市東京を造るアイデア募集」という二つのキーワードがありました。

　新しい地域コミュニティつくりの取り組みに各クラブが参加し、新たな支え合いを創りあげてみてはいかがでしょうか。また、

330-A 地区として未来都市東京の「人と人をつなぐ」（奉仕）のアイデアを積極的に提案して、東京の構造改革に関わっていく

ことが我々の存在意義を確かめる良い機会だと思われます。1950 年代から東京の地域に根差して活動をしてきた私たちライオ

ンズクラブが様々な経験を生かして活躍する時が来たのかもしれません。（取材者：談）

昨今、自然災害（台風・地震）やライフラインの寸断（ブラックアウト・断水）、そして風土病の世界的な蔓延（生命危機・外出禁止）時など、地域コミュ
ニティに緊急時の問題解決の対応が求められ、その重要性が増してきていると言えます。

そこで地域行政・ボランティア団体と在勤・在住者（地域のオトナ）が各々顔見知りになれる環境・機会を整備し、お互いの得意分野や補えることを確認して、
三者が ONE TEAM となれる、緊急時に強い未来都市東京を創造する手がかりを知るために伊賀 G から小池都知事へ以下の 4 つの質問をいたしました。
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●
奉
仕
活
動
の
原
点
で
あ
る
ク
ラ
ブ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

　

魅
力
あ
る
こ
れ
ら
の
ク
ラ
ブ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
我
々
ラ
イ
オ
ン
ズ
メ
ン
バ

　

ー
の
誇
り
で
す
。

TOKI ビル前献血奉仕活動

中川護岸落書き消し活動

5R2Z 東京江戸川東 LC

5R2Z 東京江戸川東 LC

2019 年 10 月 11 日

10 月 11 日船堀 TOKI ビル前にて献血奉仕活動を行いました。

献血申込者数 53 名、献血者数 41 名でした。

クラブメンバーも 11 名参加して活動を行いました。

東京江戸川東 LC 幹事 L 板東誠

中川護岸にて葛西警察・清新第一中学校 生徒 40 名・町会有志メ

ンバー・ライオンズメンバーで落書き消し活動・清掃活動を行い

ました。

毎年恒例になっている活動ですがこれからも地域の方々と協力し

て住みよい街づくりに貢献していきたいと考えます。

東京江戸川東 LC 幹事 L 板東誠

2019 年 11 月 30 日
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アリオ葛西店 献血奉仕活動

マスク２万枚を地域社会へ提供

5R2Z 東京江戸川東 LC

11R1Z 東京新宿 LC

1 月 18 日

4 月 23 日

私たち東京新宿ライオンズクラブも２月初

旬の『新宿区サッカー大会』（約１ヶ月半に

亘る大会期間）の閉会式を最後に、全ての

日程・アクティビティを実施出来ずに〝stay 

home〟の毎日が続いております。

5 月 19 日に、当クラブで予定しておりまし

た『創立 60 周年記念式典』も延期すること

を余儀なくされました。

そのような中、こんな時だからこそ出来る

奉仕活動はないものかと、理事会メンバー・

執行部は、知恵を絞り打ち合わせを重ねて参

りました。

そこで、この時期、社会で不足しているマス

クを日々過酷な労働を強いられている社会

のエッセンシャルワーカーの方々や各種社

会施設でお困りの方々に援助・提供すること

が出来ないだろうか？と考えました。

幸い当クラブには、ライオン像（新名称：み

らいおん）に頂いた募金、また、創立 60 周

年記念式典の準備金等々もあることから、4

月 23 日理事会有志とクラブ三役は、マスク

2 万枚をメンバー李晏萍Ｌの協力を得て、調

達することを決めました。

手配から一週間、5 月 1 日（金）午前中に

マスク 2 万枚が新宿区役所に到着。

当クラブから伊井幹事他６名が出席して、吉

住新宿区長にマスク 2 万枚をお渡ししまし

た。区長を通して、地域への配布をお願い申

し上げた次第です。

尚、当日は、新宿新聞社の取材もありました。

東京新宿 LC　会長　L まるもゆきこ

アリオ葛西店前 献血奉仕活動を行いました。

献血申込者数 46 名、献血者数 39 名でした。

非常に寒い中メンバーも 10 名参加して献血奉仕を呼びかけ

ました。

東京江戸川東 LC 幹事 L 板東誠
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新型コロナウイルスをぶっ飛ばせ！！

献血ご協力ありがとうございました

8R2Z 東京神楽坂 LC

12R1Z 東京調布 LC

4 月 28 日

5 月 12 日

東京神楽坂 LC で新型コロナ対策のビデオを作成しましたので、ご覧ください。

告知させて頂きました 5 月 12 日の献血活動、108 名

のご協力を頂き、無事終了いたしました。

330-A 地区のホームページを見てわざわざ献血に来て

下さった他クラブメンバーもいらっしゃり、胸が熱くな

りました。 ご協力頂きました皆様に心から御礼申し上

げます。　　　　　　　　  東京調布 LC 会長 L 宝久雄

新型コロナウイルス対策 1
https://youtu.be/1txKRFw8qY0

新型コロナウイルス対策２
https://youtu.be/pJP0vj9zbnc

新型コロナウイルス対策３
https://youtu.be/FP7NKMF3ptM

8R2Z 東京神楽坂 LC L 荻野桂一
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若手ライオンが考える After2020
『新ライオンズ活動様式』

100 年に一度の有事、「We Serve」を繋いでいくために

２
０
１
３
年
９
月
、
流
行
語
と
な
っ
た
「
お
・
も
・

て
・
な
・
し
」
プ
レ
ゼ
ン
に
よ
り
約
半
世
紀
ぶ
り

と
な
る
夏
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
が
東
京
に
決

ま
っ
て
か
ら
７
年
。
２
０
２
０
東
京
五
輪
開
催
へ

の
ム
ー
ド
が
加
速
す
る
は
ず
の
令
和
２
年
弥
生

３
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り

五
輪
開
催
は
翌
年
へ
持
ち
越
し
が
決
ま
っ
た
。

４
月
に
は
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
（
全
国
民

に
向
け
て
は
１
９
４
１
年
12
月
真
珠
湾
ま
で
遡

る
）「
１
０
０
年
に
一
度
レ
ベ
ル
の
有
事
」
と
も

叫
ば
れ
て
い
る
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
よ

う
な
事
態
は
未
経
験
者
で
あ
り
、「
答
え
の
な
い

環
境
下
」、
先
輩
方
が
築
き
上
げ
た
ラ
イ
オ
ン
ズ

活
動
の
伝
統
を
継
続
＆
こ
の
環
境
に
対
応
し
て

次
世
代
に
奉
仕
の
タ
ス
キ
を
繋
い
で
い
く
た
め
、

Ｍ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
委
員
会
の
若
手
メ
ン
バ
ー
で
「
未
来
の

奉
仕
」
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

（
５
月
25
日
Ｌ
細
田
、
Ｌ
三
代　

リ
モ
ー
ト
TV
会
議
シ
ス

テ
ム
で
意
見
交
換
）

○
若
手
Ｌ
の
思
う
と
こ
ろ

※
今
回
の
件
、
ど
う
動
い
た
？

Ｌ
三
代
）�

２
月
に
ま
だ
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
で
ご
っ

た
返
す
大
阪
出
張
か
ら
の
帰
路
、
倦
怠
感
と

数
年
ぶ
り
の
嘔
吐
か
ら
高
熱
を
出
し
ま
し

た
。
周
り
に
感
染
さ
せ
て
は
ま
ず
い
と
翌
日

に
コ
ロ
ナ
の
診
察
を
受
け
よ
う
と
病
院
や
保

健
所
に
問
い
合
わ
せ
た
も
の
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
簡
単
に
受
け
さ
せ
て
貰
え
な
い
状
況
（
＝

中
国
の
症
例
や
感
染
経
路
情
報
か
ら
考
え

て
、
既
に
国
内
で
広
ま
り
き
っ
て
い
る
可
能

性
）
を
知
り
、
そ
の
時
初
め
て
コ
ロ
ナ
が
国

内
や
事
業
に
及
ぼ
す
危
険
度
を
自
分
事
と
し

て
捉
え
ら
れ
ま
し
た
。
翌
日
の
２
月
７
日
か

ら
弊
社
で
は
在
宅
勤
務
に
切
り
替
え
、
不
要

の
出
社
を
控
え
て
い
ま
す
。

Ｌ
細
田
）�

政
府
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
基

本
方
針
と
し
て
テ
レ
ワ
ー
ク
、
時
差
通
勤
が

推
奨
さ
れ
た
の
は
２
月
25
日
で
し
た
が
、
早

い
時
期
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
た
の
で
す
ね
。

３
月
に
入
り”

三
密”

の
危
険
性
が
提
唱
さ

れ
、
テ
レ
ワ
ー
ク
実
施
企
業
は
急
増
し
た
そ

う
で
す
。
３
３
０
‐
Ａ
地
区
で
も
次
々
と
セ

ミ
ナ
ー
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
中
止
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
ね
。
私
の
所
属
す
る
表
参
道
Ｌ

Ｃ
で
も
、
例
会
を
は
じ
め
と
し
た
会
議
等
、

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
毎
週
開
催
し
て
い

た
障
害
者
ダ
ン
ス
レ
ッ
ス
ン
を
２
月
中
旬
よ

り
中
止
し
て
い
ま
す
。

※
個
人
や
社
会
の
変
化
を
感
じ
た
か
？

Ｌ
三
代
）�

コ
ロ
ナ
以
前
よ
り
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ニ
ュ
ー
ス
サ

イ
ト
ア
プ
リ
で
の
情
報
収
集
は
意
識
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
も
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
は
重

宝
し
て
い
ま
す
。
３
．11
の
東
日
本
大
震
災
以

来
ひ
さ
び
さ
に
本
稼
働
さ
せ
「
医
師
」
や
「
感

染
症
の
専
門
家
」
な
ど
一
次
情
報
に
近
し
い

人
を
見
付
け
て
は
フ
ォ
ロ
ー
し
、
偏
っ
た
意

見
だ
け
で
な
く
広
く
多
様
な
意
見
を
複
数
の

発
信
内
容
か
ら
得
て
、
今
後
の
自
分
な
り
の

予
測
を
立
て
る
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。

Ｌ
細
田
）�

こ
の
数
ヶ
月
で
の
社
会
の
変
化
に
は
、
現
状

を
打
開
す
る
た
め
の
個
々
人
の
工
夫
、
そ
し

て
事
業
者
の
知
恵
の
数
々
が
詰
ま
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
様
々
な
マ
ス
ク
の
作
り
方
が

発
信
さ
れ
た
り
、
”Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｙ 

Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
”

の
呼
び
か
け
に
伴
い
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
家
で
の

過
ご
し
方
や
テ
レ
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
エ
ン

タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
投
稿
さ
れ
た

り
。
休
業
要
請
の
対
象
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
ジ

ム
や
お
教
室
業
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
レ
ッ
ス

ン
で
活
路
を
見
出
そ
う
と
い
う
動
き
が
あ
り

ま
す
し
、
飲
食
業
で
は
軒
並
み
、
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
や
デ
リ
バ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
力
を
入
れ

始
め
ま
し
た
。
酒
造
各
社
が
消
毒
用
ア
ル

コ
ー
ル
の
製
造
に
乗
り
出
し
た
こ
と
も
大
き

な
話
題
と
な
り
ま
し
た
ね
。
今
で
き
る
こ
と

は
何
か
と
考
え
て
行
動
に
移
す
こ
と
が
大
切

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

Ｌ
三
代
）�

そ
う
で
す
よ
ね
。
星
野
源
さ
ん
の
「
う
ち
で

踊
ろ
う
」
は
特
に
色
々
な
面
で
も
話
題
性
が

あ
り
ま
し
た
ね
。

※
今
後
は
？

Ｌ
三
代
）�

今
後
に
つ
い
て
は
、「
密
が
前
提
」
で
こ
の
先

厳
し
い
と
予
測
さ
れ
て
い
る
各
業
界
に
つ
い

て
、
改
め
て
こ
こ
で
私
の
素
人
意
見
は
無
用

だ
と
思
う
の
で
省
き
ま
す
が
、
や
は
り
「（
特

に
屋
内
で
）
人
が
集
ま
る
場
」
や
「
不
特
定

多
数
と
対
面
で
話
す
、
接
す
る
、
手
渡
す
」

と
い
う
環
境
を“

控
え
る
べ
き
・
減
ら
す
べ

き“

と
い
う
世
の
中
の
風
潮
は
続
く
の
だ
と

東京スバル LC　L 三代 勝之 東京表参道 LC　L 細田 未央
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感
じ
て
い
ま
す
。

Ｌ
細
田
）�

テ
レ
ワ
ー
ク
も
オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
も
、
目
新
し
い
も

の
で
は
な
い
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
急

速
に
導
入
が
進
み
ま
し
た
し
、
今
後
は
さ
ら
に
進
化

し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
誕
生
す
る
こ
と
に
も
期
待

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
活
動
に
お
い
て

も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
広
報

活
動
な
ど
、
よ
り
有
効
で
効
率
的
な
活
動
に
向
け
て
、

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

○
新
活
動
様
式
へ
の
提
案

※
「
人
が
集
ま
る
」「
不
特
定
多
数
と
対
面
で
話
す
、
接
す
る
、

手
渡
す
」
は
例
会
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
も
響
き
ま
す
ね
。

Ｌ
細
田
）�

実
際
、
ど
こ
の
ク
ラ
ブ
で
も
例
会
は
中
止
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
り
ま
し
た
よ
ね
。

Ｌ
三
代
）�

そ
う
で
す
よ
ね
。
何
か
代
替
案
を
見
付
け
ら
れ
る
と

い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　

�

例
え
ば
、
例
会
や
各
委
員
会
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
は
最

近
活
用
の
場
が
広
が
っ
て
い
る
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
や
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ 

ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
な
ど
応
用
で
き
そ
う
で
す
。

Ｌ
細
田
）�

Ｍ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
委
員
会
で
も
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
利
用
し
て
み
ま

し
た
ね
。
私
は
今
回
初
め
て
利
用
し
た
の
で
、
操
作

方
法
な
ど
手
探
り
で
、
正
直
、
前
半
の
会
議
内
容
が

頭
に
入
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ク
ラ
ブ
等
で
利
用

す
る
際
は
、
慣
れ
な
い
人
の
た
め
に
練
習
回
が
あ
る

と
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

Ｌ
三
代
）�

そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
習
い
手
の
方
に
ス
マ
ホ
、

教
え
手
の
方
に
ス
マ
ホ
＆
Ｐ
Ｃ
さ
え
あ
れ
ば
、
例
え

ば
こ
の
方
法
を
活
用
す
る
と
「
分
か
ら
な
い
方
向
け

の
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
活
用
講
義
」
な
ど
も
設
け
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。
実
際
の
操
作
手
順
を
一
緒
に
ス
マ
ホ
や
Ｐ

Ｃ
の
画
面
を
共
有
し
な
が
ら
設
定
を
進
め
ら
れ
る
の

で
、
操
作
方
法
の
分
か
ら
な
い
方
に
も
易
し
い
で
す
。

　
　
　
　

h
ttp

s://ap
p
lic

a.in
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/sm
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h
o
n
e
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isp
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Ｌ
細
田
）�

今
は
オ
ン
ラ
イ
ン
を
利
用
し
な
が
ら
、
今
後
の
活
動

は
厚
生
労
働
省
よ
り
出
さ
れ
た
新
生
活
様
式
の
提
案

や
、
業
種
別
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
踏
ま
え
て
ど
う
実
践

で
き
る
か
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

〈
例
会
、
理
事
会
等
に
お
け
る
実
践
例
〉

　

◆
オ
ン
ラ
イ
ン
編

　
　

●
共
通
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
す
る

　
　

●
ホ
ス
ト
以
外
Ｉ
Ｄ
不
要
の
ア
プ
リ
を
利
用
す
る

　
　

●
慣
れ
な
い
会
員
向
け
に
練
習
回
を
設
け
る

　
　

●
進
行
を
円
滑
に
す
る
た
め
議
事
を
事
前
に
伝
え
る

　

◆
対
面
編

　
　

●
マ
ス
ク
着
用
、
換
気
を
徹
底

　
　

●
消
毒
を
受
付
に
常
備
、
消
毒
し
て
か
ら
入
室

　
　

●
２
ｍ
間
隔
を
空
け
て
、
横
並
び
に
着
席

　
　

●
仕
切
り
を
設
け
る
と
尚
良
い

　
　

●
食
事
は
大
皿
料
理
で
は
な
く
個
々
に

　
　

●
名
刺
交
換
も
名
刺
ア
プ
リ
を
用
い
て
デ
ジ
タ
ル
化

Ｌ
細
田
）�

４
月
19
日(

日)

に
開
催
を
予
定
し
て
い
た
東
京
都
障

害
者
ダ
ン
ス
大
会
「
ド
レ
ミ
フ
ァ
ダ
ン
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」

は
中
止
、
当
日
は
限
ら
れ
た
ス
タ
ッ
フ
の
み
で
、
30
分

間
の
ダ
ン
ス
タ
イ
ム
を
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
、
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
、
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
に
て
ラ
イ
ブ
配
信
し
ま
し

た
。
次
回
は
10
月
４
日(

日)

の
予
定
で
す
が
、「
集

ま
っ
て
、
ふ
れ
あ
っ
て
」
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
す
の

で
、
今
後
の
開
催
方
法
は
社
会
情
勢
を
鑑
み
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
ま
す
。
た
だ
「
奉
仕
と
は
当
日
を
迎

え
る
ま
で
の
過
程
に
あ
る
」
と
教
わ
っ
て
い
ま
す
の

で
、
で
き
る
限
り
の
準
備
は
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

具
体
的
に
は

・�

会
場
は
確
保
済
み
、
出
演
団
体
募
集
な
ど
開
催
へ
の
準
備
は

通
常
通
り
進
め
て
い
る

・�

会
場
施
設
は
利
用
可
能
か
、
出
演
団
体
・
協
力
団
体
は
参
加

可
能
か
、
参
加
方
法
の
判
断
を
伺
う

・
対
面
で
障
害
の
あ
る
方
を
招
待
で
き
る
か
を
判
断

※�

「
こ
れ
が
ダ
メ
な
ら
こ
う
工
夫
し
よ
う
」
と
、
パ
タ
ー
ン
を

想
定
し
て
考
え
て
お
く
の
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

Ｌ
三
代
）�

私
が
ま
だ
ラ
イ
オ
ン
ズ
歴
１
年
ほ
ど
で
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
の
種
類
に
疎
い
の
で
す
が
、
自
ク
ラ
ブ
を
例
に

取
れ
ば
一
案
と
し
て
、
添
付
写
真
の
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の

ス
ー
パ
ー
チ
ャ
ッ
ト
機
能
を
応
用
し
、
配
信
用
Ｕ
Ｒ

Ｌ
を
メ
ン
バ
ー
間
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
共
有
・
公
開
す

る
こ
と
で
「
集
ま
ら
ず
に
、
寄
付
先
の
活
動
を
広
く

知
ら
せ
、
募
金
を
募
る
方
法
」
も
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

�

チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
者
数
が
「
１
０
０
０
人
以
上
の
ア

カ
ウ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
」
な
ど
利
用
す
る
に
は
現
時

点
で
は
諸
条
件
あ
り
、
今
は
ゲ
ー
ム
関
連
動
画
や

ギ
ャ
ン
ブ
ル
解
説
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
運
営
者
な
ど
限
ら

れ
た
ユ
ー
ザ
ー
が
活
用
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
た
だ
、

ハ
ー
ド
ル
と
さ
れ
る
「
１
０
０
０
人
以
上
の
チ
ャ
ン

ネ
ル
登
録
」
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
規
模
が
あ
れ
ば
早
期

到
達
可
能
な
数
値
で
あ
り
、
何
よ
り
も
「
Ｗ
ｅ 

Ｓ
ｅ

ｒ
ｖ
ｅ
」
の
理
念
の
も
と
、
こ
の
機
能
の
利
他
の
た

め
の
活
用
案
を
示
し
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
が
模
範
と
な
る

《企業のオンラインミーティングなどに

　　　　　　　活用が進んだサービス一覧》

　　　● Zoom

　　　● Microsoft　Teams

　　　● LINE

　　　● Facebook Messenger

　　　● Google Meet

　　　● Skype

　　　● Cisco Webex Meetings

　　　● Remo

　　　● Spatial chat
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こ
と
に
も
意
味
が
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

※
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
を
用
い
る
の
は
あ
く
ま
で
一
例
。

　
　
　
　
　

�

他
の
方
法
を
組
み
合
わ
せ
る
事
で
30
％
の
手
数
料

を
削
減
し
、よ
り
寄
付
に
充
て
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　

�

例
え
ば
、
動
画
組
み
込
み
や
動
画
配
信
方
式
に
拘
ら
な

い
場
合
は
、
寄
付
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
も

活
動
を
広
報
し
つ
つ
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
も
出
来
そ
う
で
す
。

　
　
　
　

�（
参
考
情
報
）
主
要
な
寄
付
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
手
数
料
例

　
　
　
　

・��「
Ａ-

Ｒ
ｏ
ｒ
ｔ
」
：
20
％
（
決
済
手
数
料
込
）

　
　
　
　
　

�

朝
日
新
聞
社
が
運
営
し
、
多
数
の
関
連
媒
体
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
情
報
の
掲
載
可
能
。

　
　
　
　

・「
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｕ
Ｌ
Ｌ
」
：
15
％

　
　
　
　
　

国
内
最
大
級
の
寄
付
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

　
　
　
　

・�「
Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ 

ｆ
ｏ
ｒ 

Ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｉ
ｔ
ｙ
」
：
17
％
（
決

済
手
数
料
込
）

　
　
　
　
　

�

購
入
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
有
名
な
「
Ｒ
ｅ
ａ

ｄ
ｙ 

ｆ
ｏ
ｒ
」
の
派
生
サ
ー
ビ
ス
。

　
　
　
　

・「
宙
と
ぶ
ペ
ン
ギ
ン
」
：
10
％

　
　
　
　
　

手
数
料
が
国
内
最
安
値
の
寄
付
型
サ
ー
ビ
ス
。

　
　
　
　

�
勿
論
、
ア
ナ
ロ
グ
の
活
動
は
直
接
人
や
顔
が
見
え
た
り
、

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
信
用
を
得
や
す
い
と
い
う
良
い

面
は
有
る
は
ず
で
す
。
た
だ
、
動
画
や
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

（
ス
ー
パ
ー
チ
ャ
ッ
ト
）
と
い
う
デ
ジ
タ
ル
環
境
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
更
に
広
域
に
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
活
動
は
勿
論
、

本
来
訴
求
し
た
い
「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
目
的
を
広
め
る
」

術
に
な
る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
と
大
き

く
状
況
が
変
わ
っ
た
以
上
、
従
来
の
や
り
方
で
は
な
く
、

環
境
に
応
じ
た
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
形
を
考
え
る
キ
ッ
カ
ケ

と
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

〈
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
お
け
る
実
践
例
〉

　

◆
オ
ン
ラ
イ
ン
編

　
　

●
イ
ベ
ン
ト
は
ラ
イ
ブ
配
信

　
　

●
広
報
活
動
は
動
画
等
を
作
成
しS

N
S

に
て
発
信

　
　

●�

寄
付
の
呼
び
か
け
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
や

チ
ャ
ッ
ト
寄
付
機
能
を
用
い
る

　

◆
現
場
編

　
　

●
必
要
最
小
人
数
に
て
運
営

　
　

●
事
前
告
知
を
徹
底
し
、”

密”

の
な
い
対
応

　
　

●
一
方
通
行
の
導
線

　
　

●
混
雑
し
な
い
人
物
配
置
、
設
営
を
工
夫

　
　

●
受
付
時
に
は
消
毒
と
体
温
測
定
の
実
施

○
ま
と
め

５
月
25
日
緊
急
事
態
宣
言
は
全
面
解
除
と
な
っ
た
が
、
第
二
波
、

第
三
波
は
一
度
終
息
し
た
後
の
中
国
を
見
る
限
り
、「
当
然
あ

る
も
の
」
と
想
定
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
先
行
き
の

見
え
な
い
中
で
も
、
当
た
り
前
の
日
常
が
壊
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
社
会
全
体
が
進
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
た
め

に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
課
題
か
ら
目
を
背
け

ず
、
誠
実
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。
そ
の
進
化

す
る
社
会
の
中
で
、
我
々
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
。
そ
の
存
在
意
義
を
改
め
て
問
う
た
メ
ン
バ
ー
も
多
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
こ
ろ
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
が
い
る
」「
Ｂ
ｅ
ａ
ｃ
ｏ
ｎ 

ｏ

ｆ 

Ｈ
ｏ
ｐ
ｅ
」

い
ま
一
度
、
奉
仕
の
原
点
を
見
つ
め
直
し
て
み
よ
う
。
何
の
た
め
、

何
を
守
る
た
め
、
何
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
と

な
っ
た
の
か
。

我
々
の
答
え
は
常
に
“Ｗ
ｅ  

Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ
”
で
あ
る
。

共
に
知
恵
を
出
し
合
い
、
こ
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
次
な
る
進

化
を
遂
げ
る
チ
ャ
ン
ス
に
し
て
い
こ
う
。
良
い
も
の
は
継
承
し

つ
つ
、
新
た
な
様
式
に
も
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
で
、
よ

り
良
い
奉
仕
活
動
の
実
践
に
繋
が
る
と
信
じ
た
い
。

「
ノ
ー
ブ
レ
ス
オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ
」
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
原
点

(n
o
b
le

sse
 o

b
lig

e
)

｟
ノ
ブ
レ
ス
オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ
｠

身
分
の
高
い
者
は
そ
れ
に
応
じ
て
果
た
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
社
会
的

責
任
と
義
務
が
あ
る
と
い
う
、
欧
米
社
会
に
お
け
る
基
本
的
な

道
徳
感
。

【1】指定 URL から Youtube へ

【2】寄付出来る物はチャット欄から寄付

【3】決済画面

【4】クレジットで即決済反映

【5】所属名や氏名などコメント表示可能

【6】手数料 30％引かれ 70％を寄付
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新型コロナウイルスのパンデミックから「新しい生活様式」へ
私たちライオンズクラブの理事会・例会・アクティビティは

これからどのような姿になっていくのでしょうか？

マーケティング・コミュニケーション IT 委員会メンバーが、知

り合いの３つの（地域経済団体、若手経営者交流会、ボランティ

ア系）団体に現在の運営と今後の活動方法についてインタビュー

を行いました（5 月 10 日、13 日、21 日）。

取材は、メール、電話、リモート交流会への参加等で行い下記の

3 つの項目について聴き取りました。なお、取材時は緊急事態宣

言中で先行き不透明な状況であった時期のため、解除された今は

運営・活動自体が変化している可能性があります。

記

　　　① 三密を避けるための方法として

　　　② 大きな会合（月例会・理事会・地区での定例会）の運営

　　　③ アクティビティ（事業）について

　　　④ インタビュー取材をしての感想

①�各団体全て Web によるリモート会議
（ZOOM 等のソフト）システムを利用

し開催していました。感染源、クラス

ターとなっては地域の方々、職場の迷

惑となるので「むんむん」「ぎゅうぎゅ

う」「がやがや」の無い話し合いの環

境としてリモート会議を行っていまし

た。若手経営者交流会では、パソコン

等 IT のスキルがほぼ平均化している

デジタルネイティブの世代で、2 月末

から限られた役員は現場で会議、他

の構成員は ZOOM にて参加という形

態をとったそうです。長時間のリモート会議は疲労が激しいと

の情報もありました。

②�月例会や 100 名を越える会合について、地域経済団体では
ZOOM を利用して 20-30 分役員等が例会の趣旨を説明し

て、その後ブレイクアウトルーム機能を用いて少人数で 30

分程度の分科会を行っているとのこと。その中から新しい FB

（Facebook）仲間が出来たことや多くの発言ができたと好評

だったそうだ。ただ、シャッフルしても

半分くらい同じメンバーがいるとその

時々のテーマの設定に工夫が必要という

ことです。

から学校へ行かれない地域の子どもたちへの Web を利用した

教育系コンテンツ配信や食事を届ける事業を独自に行ってい

る地区もあるそうです。自宅学習・給食のないこの時期のニー

ズに迅速に対応した素晴らしい活動と思いました。

　�また、ボランティア系団体は、地区役員の会合や次年度役員の

集まりなどすべてキャンセルになった資金で、医療機関にマス
クや医療器具を届ける活動を各所で行って

います。また、海外への青少年派遣は対象

が高校生なので中止し、1 年スライドさせる

予定。大学院生の米国東海岸都市は受け入

れ困難、英国の大都市は可能性ありで現在

調整を行っている。

④�三密を避けるため、リモートでの会議・打ち合わせは、各自が
Web 環境を整えインターネットを通じて行っている団体、会が

ほとんどでした。　今回の緊急事態宣言を受け、今更ながらスマー

トフォン、パッド、ノートパソコン等を利用できる環境を整えるこ

とが「新しい生活様式」には必要と感じました。　

　�また、リモート会議の運営として大人数で会議をする場合には、

画面に映し出される人数が限られ、画面の切り替え作業などを考

えると 8 ～ 12 名くらい

が適正と既に多くの会合

をリモートで行っている

団体、会が経験談を語っ

てくれました。

　�一方、外出自粛のため自

身のビジネスが円滑に行

えていない、または ICT

やリモート技術、流通な

どで忙しすぎるメンバーが存在しており、各団体とも退会を防止

するための方法を模索している状態にあるようです。また 2 か月

以上もアクティビティ（事業）が無くメンバーのボランティアへ

のモチベーション維持について苦慮している団体もありました。

　�さて、今後の「We Serve・奉仕活動」については、自身のビジネス・

事業が元気になったその上で、時代のニーズに合った（衛生管理・

三密を避け）身近にできることから始めることが重要だと改めて

感じられました。

　�結びに緊急事態宣言発令の下、取

材をお受けいただいた団体の皆さま

に感謝申し上げるとともに、新しい

生 活 様 式、NEW　NORMAL（ 新

状態）へ対応して、「心豊かな社会」

を一緒に創っていかれるよう、近い

将来にはお互いが得意な分野を補

完し合いながら運動していければと

思いました。

　�ま た、 毎 月 例 会 を 行 って い

るところは、6 月の例会から

YouTube のライブ機能を利用

してメンバーへ配信を予定して

います。ライブの URL を事前

に配信、または HP に貼り付け、

メンバーや今後の入会候補者へ

例会を中継し、取り組んできた
活動の内容を発信していく方向で動いています。

③�アクティビティ（事業）については、多くの団体で 3 月～ 5
月までは、中止または延期。事業計画が協議・審議されてい

ない状態のアクティビティ（事業）が多く、再開のめどが立っ

ていないという。ただ正式な事業登録をしない方法で、3 月 マーケティング・コミュニケーション IT 委員会
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外国人留学生の生活支援

港区に医療用マスク 1,500 枚を贈呈 !

2R3Z 東京みやこ LC

3R3Z 東京赤坂 LC

5 月 14 日

5 月 14 日

当クラブは継続アクティビティとして外国

人留学生宿泊施設への食料支援をしていま

す。

今回、各国の国費留学生の生活拠点「ウイ

ザードハウス」に生活している学生たちよ

り支援当初からお付き合いのある当クラブ

メンバー渡辺 L に「新型コロナの影響でア

ルバイトが無くなり生活に困っています」

5 月 14 日 ( 木曜日 ) に東京赤坂ライオンズ

クラブでは、医療用マスク 1,500 枚を港区

に贈呈しました。

新型コロナウイルスの対応に追われる医療

機関の従事者に渡ります。

東京赤坂 LC 幹事 L 大和田尚子

との相談がありました。

すぐにクラブ執行部等で対応を協議、支援

する事を決定しました。5 月 14 日に渡辺 L

と事務局の田口 L が河合会長の手紙を添え

て、支援金（計 18 万円）を施設に持参しま

した。

留学生達からは「たいへん助かります！」

と感謝の言葉があり、後日感謝のメッセー

ジが当日不在だった留学生からも届きまし

た。

東京みやこ LC

テールツイスター L 田口秀明
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5 月 14 日八王子市にマスク 10,000 枚寄贈

八王子 4 クラブ合同マスク寄贈

14R1Z 東京八王子高尾 LC

14R1Z4 クラブ合同

5 月 14 日

5 月 22 日

2020 年 5 月 22 日（金）八王子市市役所に

於いて新型コロナウイルス感染症対策の一

環として、東京八王子中央 LC、東京八王子

いちょう LC、東京八王子陵東 LC、東京桑

都 LC の 4 クラブ合同により八王子市へマ

スク 1 万枚の寄贈を行った。

贈呈式には、ライオンズクラブ国際協会

330 － A 地区第 14R リジョン・チェアパー

ソン L 太田 正利（東京桑都 LC 所属）はじ

めライオンズクラブ国際協会 330 － A 地区

東京八王子高尾ライオンズクラブは、新型

コロナウィルスの影響でクラブ活動は 3 月

より全く行えない状況、4 月にはツリーク

ライミング、6 月にはチャリティーコンサー

ト等の大きなアクテビティを企画するも全

て中止に。

今期残り何ができるのかとクラブの仲間で

考え、マスク不足の少しでも解消になれば

と八王子市へ 10,000 枚のマスクを寄付し

た。

4 月 30 日にも八王子市内の病院 北原国際

病院へマスク 1,500 枚寄贈している。

東京八王子高尾 LC クラブ幹事 L 山田新一

第 14R 第Ⅰ Z ゾーン・チェアパーソン L 岩

崎 盛司（東京八王子中央 LC 所属）、ライオ

ンズクラブ国際協会 330 － A 地区 GST 環

境保全委員会 委員長 L 小方 一博（東京八王

子いちょう LC 所属）、ライオンズクラブ国

際協会 330 － A 地区マーケティングコミュ

ニケーション・IT 委員会 副委員長 L 根岸 雅

也（東京八王子いちょう LC 所属）、東京八

王子中央 LC 会長 L 今井 治、L 福安 撤、東

京八王子いちょう LC 会長 L 阿久井 義人、L

西山 賢、L 石井 真由美、八王子市市長でも

あります L 石森 孝志、東京八王子陵東 LC

会長 L 蒲生 強が参加した。

贈呈式では、石森 孝志 八王子市市長へマス

ク 1 万枚が手渡され、新型コロナウイルス

感染症対策について対談が行われた。

最近ではドラッグストア等にマスクが並び

始めてはいるが、八王子市市内の医療機関

等で未だマスクが不足している状況が続い

ており、今回寄贈を行ったマスクは直ちに

八王子市市内の各医療機関等に配布される

とのこと。

新型コロナウイルス感染症の影響で輸血用

血液が不足している状況も深刻な問題と

なっている。

今回寄贈に訪れたライオンズメンバーは 6

月に実施予定の献血活動についても意欲を

見せ、一日も早い新型コロナウイルス感染

症の終息を願い対談を終えた。

マーケティングコミュニケーション・IT 委員会 

副委員長 L 根岸 雅也
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①�

１
年
間
を
振
り
返
っ
て
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
１
０
０
年
の
伝

統
を
感
じ
た
事
柄
、
活
動
を
挙
げ
て
く
だ
さ
い
。　

そ

の
中
で
、
特
に
襷
を
つ
な
い
で
い
き
た
い
こ
と
は
ど
ん

な
こ
と
で
す
か
？

伊
賀
ガ
バ
ナ
ー

　

�

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
国
際
的
な
組
織
で
あ
る
こ
と
は

入
会
以
来
実
感
し
て
お
り
、
今
期
だ
け
で
も
シ
カ
ゴ
の

研
修
・
ミ
ラ
ノ
国
際
大
会
・
広
島
オ
セ
ア
ル
フ
ォ
ー
ラ

ム
・
ケ
ニ
ア
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
北
京
を
訪
問
し
ま
し
た
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
素
晴
ら
し
い
の
は
「
Ｌ
字
」
バ
ッ

チ
一
つ
で
世
界
中
の
人
々
が
同
じ
認
識
で
い
て
く
れ
る

事
で
す
。
こ
の
１
０
０
年
間
、
世
界
中
で
同
じ
ル
ー
ル

や
文
化
で
作
り
上
げ
た
も
の
だ
か
ら
こ
そ
、
我
々
の
活

動
も
含
め
て
海
外
で
も
同
じ
「
ラ
イ
オ
ン
ズ
」
と
し
て

認
識
し
て
く
れ
る
こ
と
が
嬉
し
い
で
す
。

　

�

国
内
も
同
様
で
、
私
た
ち
は
「
繋
い
で
い
く
」
と
い
う

意
味
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
先
輩
方
が
作
り
上
げ
た
誇
り

と
ラ
イ
オ
ン
ズ
活
動
・
存
在
が
地
域
社
会
で
認
知
さ
れ

て
い
る
事
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
�

だ
か
ら
こ
そ
私
た
ち
が
社
会
の
中
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
持
ち
、
地
域
の
模
範
と
な
る
事
が
こ
れ
か
ら
も
大
事

で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

�「
Ｌ
字
」
バ
ッ
チ
を
付
け
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
知
ら
な

い
方
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
事
や
、
ラ

イ
オ
ン
ズ
の
繋
が
り
は
私
た
ち
が
意
識
し
て
い
る
以
上

に
意
味
が
あ
り
、
自
分
自
身
を
律
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

上
野
幹
事

　

�

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
が
１
０
０
年
を
超
え

て
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
迎
え
て
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も

少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
も
今
期
の
伊
賀
ガ
バ
ナ
ー
は
、
今
ま
で
の
ク
ラ
ブ
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
ど
ん
ど
ん
吸
い
上
げ
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
が
応
援
す
る
形
を
取
っ
て
き
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら

後
半
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
全

て
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
出
来
な
か
っ
た
事
は
非
常
に

悔
い
が
残
り
ま
す
。

し
か
し
、
各
ク
ラ
ブ
が
多
種
多
様
な
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
行
っ
て
い
る
団
体
で
あ
る
こ
と
を
、
再
認
識

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

各
ク
ラ
ブ
が
ど
の
様
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
を
見

て
知
っ
て
頂
き
、
広
め
て
い
く
・
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ

と
が
大
事
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

阿
部
会
計

　

�

伊
賀
ガ
バ
ナ
ー
は
各
ク
ラ
ブ
の
色
々
な
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
を
第
２
・
第
１
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
時
か

ら
体
験
し
、
経
験
を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
だ
け
で
は
な
く
、
社

会
に
も
広
め
る
べ
き
だ
と
考
え
、
伊
賀
ガ
バ
ナ
ー

期
に
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
で
応
援
し
よ
う
と
実
行
で
き

た
と
思
い
ま
す
。

　

�

そ
し
て
一
般
も
巻
き
込
め
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

今
期
だ
け
で
は
な
く
、
続
け
て
繋
い
で
い
く
こ
と

が
大
事
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

�

社
会
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

続
け
て
繋
い
で
頂
き
た
い
と
心
か
ら
思
い
ま
す
。

　

�

ま
た
、
１
０
０
年
の
歴
史
や
ル
ー
ル
を
大
事
に
思

う
だ
け
で
な
く
、
学
び
、
そ
し
て
そ
の
学
ん
だ
こ

と
を
伝
え
、
繋
い
で
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

②�

今
期
は
千
葉
の
台
風
被
害
か
ら
始
ま
り
、
年
明
け

に
は
世
界
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

蔓
延
と
緊
急
時
の
対
応
に
追
わ
れ
て
い
た
と
思
い

ま
す
が
、
ガ
バ
ナ
ー
と
い
う
立
場
だ
か
ら
こ
そ
、

こ
れ
ら
か
ら
学
べ
た
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？

伊
賀
ガ
バ
ナ
ー

　

�

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ
て
決
断
し
て
い
か

な
け
れ
ば
、
物
事
が
進
ま
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

�

例
え
ば
台
風
19
号
で
は
被
災
後
、
時
間
が
経
過
す

る
毎
に
被
災
地
か
ら
の
欲
し
い
物
資
の
内
容
が
変

化
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

�

募
金
活
動
を
経
て
物
資
を
購
入
す
る
事
も
必
要
で

す
が
、
時
間
と
の
勝
負
だ
っ
た
の
で
「
愛
の
泉
資

金
」
を
ガ
バ
ナ
ー
権
限
で
先
に
出
さ
せ
て
頂
き
ま

キャビネット幹事　L 上野 繁幸 地区ガバナー　伊賀 保夫 キャビネット会計　L 阿部 かな子

キャビネット三役インタビューキャビネット三役インタビュー
襷をつないでいきたい事襷をつないでいきたい事



- 11 -

し
た
。

　

�

災
害
時
の
物
資
や
今
回
の
マ
ス
ク
も
そ
う
で

す
が
、
必
要
な
時
に
ガ
バ
ナ
ー
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
以
て
、
も
っ
と
早
く
決
断
出
来
る

事
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

�

今
ま
で
の
緊
急
災
害
に
つ
い
て
は
他
地
域
へ

の
支
援
が
メ
イ
ン
で
し
た
が
、
今
回
の
台
風

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
当
地
区

も
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

�

例
え
ば
、
今
回
の
東
京
都
に
マ
ス
ク
を
配
布

す
る
に
し
て
も
、
メ
ン
バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
日
頃
か
ら
の
関
わ
り
で
信
頼
が
あ
る

か
ら
こ
そ
出
来
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
沢
山

あ
り
、
支
援
先
と
の
関
係
が
保
た
れ
て
い
る

か
ら
こ
そ
、
迅
速
に
対
応
出
来
る
仕
組
み
は

大
事
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

�

先
程
の
ガ
バ
ナ
ー
権
限
の
話
で
す
が
、「
私
が

責
任
を
取
る
か
ら
、
し
っ
か
り
や
っ
て
欲
し

い
」
と
言
え
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
も
、
ガ
バ

ナ
ー
と
し
て
は
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

③�

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
三
役
、
副
幹
事
も
含
め
た
幹

事
団
が
「O

N
E

 T
E

A
M

」
に
な
る
よ
う
に

心
が
け
て
き
た
こ
と
は
、
特
に
ま
と
め
役
の

上
野
幹
事
に
コ
メ
ン
ト
お
願
い
し
ま
す
。

上
野
幹
事

　

�

今
期
の
幹
事
団
は
準
備
会
の
期
間
含
め
、
ミ

ラ
ノ
国
際
大
会
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
第
一
回

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
・
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問

と
重
要
な
行
事
が
進
み
ま
し
た
。

　

�

副
幹
事
に
は
、
リ
ジ
ョ
ン
・
ゾ
ー
ン
・
委
員

会
の
担
当
を
し
て
頂
き
、
定
例
会
報
告
で
お

互
い
が
フ
ォ
ロ
ー
し
た
り
、
現
場
で
学
ん
だ

こ
と
を
伝
え
合
う
と
い
う
方
法
で
お
互
い
成

長
し
あ
う
様
子
が
あ
り
ま
し
た
。

　

�
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
、
副
幹
事
の
役
目
が
半
分
し
か
出
来

な
か
っ
た
事
は
、
心
残
り
で
す
。

阿
部
会
計

　

�

幹
事
と
は
こ
う
い
う
役
目
で
あ
る
と
い
う
事

を
上
野
幹
事
に
は
見
せ
て
頂
い
た
と
同
時

に
、「O

N
E
 T

E
A

M

」
を
築
け
た
の
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　

�

常
に
「H

e
a
rt to

 H
e
a
rt

」
が
大
切
と
思
っ

て
い
ま
し
た
の
で
、
実
行
し
て
き
ま
し
た
。

④�

今
後
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
活
動
に
付
い
て
、
集

ま
っ
て
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
継
続
さ
れ
て

き
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な

ど
が
中
止
や
順
延
と
な
る
中
、
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
が
そ
れ
ら
を
支
援
し
て
い
く
方
法
や

新
た
な
活
動
を
見
出
す
時
期
だ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

�

若
い
三
役
の
「
新
し
い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」

の
見
出
し
方
、
支
援
の
仕
方
、
ア
イ
デ
ア
を

ご
披
露
く
だ
さ
い
。

伊
賀
ガ
バ
ナ
ー

　

�

今
期
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
が
取
り
上
げ
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
、
東
京
２
０
２
０
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
タ
、
東
京
神
宮
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ロ
イ
ヤ
ル
バ
レ
エ
団
の

２
つ
は
い
ず
れ
も
新
規
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で

し
た
。

　

�

単
一
ク
ラ
ブ
で
は
前
向
き
な
意
識
に
な
り
に

く
い
傾
向
が
あ
る
の
で
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
が

ク
ラ
ブ
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
支
え
た
事

は
、
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

�

色
々
な
ク
ラ
ブ
が
支
え
て
、
団
結
の
力
で
大

き
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
、
み
ん
な
で

楽
し
も
う
と
す
る
事
が
、
新
し
い
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
を
起
こ
す
一
つ
の
方
法
な
の
か
と
感

じ
て
い
ま
す
。

⑤�

最
後
に
こ
れ
だ
け
は
言
っ
て
お
き
た
い
事
が

あ
れ
ば
。

伊
賀
ガ
バ
ナ
ー

　

�

今
期
の
国
際
会
長
方
針
【W

e
 S

e
rve

 

th
ro

u
g
h
 “

D
ive

rsity
”

】「
多
様
性
を
通
し

たW
e
 S

e
rve

」

　

�

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ(

多
様
性)

は
色
々
な
地

域
社
会
の
方
が
い
て
、
様
々
な
国
籍
の
方
や

男
女
で
あ
っ
た
り
、
３
３
０
―
Ａ
地
区
も

色
々
な
環
境
の
メ
ン
バ
ー
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

　

�
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、

お
仕
事
が
大
変
な
メ
ン
バ
ー
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
い
ま
す
が
、
メ
ン
バ
ー
同
士
で
助
け

合
う
こ
と
も
お
互
い
必
要
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

上
野
幹
事

　

�

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
は
表
に
は
見
え
な
い
苦

労
と
協
力
の
下
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

�

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
、
ク
ラ
ブ
単
位
・
ゾ
ー

ン
単
位
・
リ
ジ
ョ
ン
単
位
と
大
き
く
し
、
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
が
応
援
す
る
事
で
、
更
に
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
し
皆
さ
ん
で
楽
し
み
な
が
ら
奉

仕
が
出
来
る
事
に
な
れ
ば
、
更
に
嬉
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

�

メ
ン
バ
ー
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

阿
部
会
計

　

�

各
ク
ラ
ブ
の
良
い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の

や
り
方
支
援
の
仕
方
を
見
直
し
、
ゾ
ー

ン
・
リ
ジ
ョ
ン
・
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
協

力
や
応
援
を
頼
む
事
が
で
き
る
か
、
見

直
す
時
期
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

社
会
に
必
要
な
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
を
も
っ
と
大
き
く
広
げ
て
い

き
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
世
の
中
に

認
知
さ
れ
、
素
晴
ら
し
い
・
入
会
し
た

い
と
い
う
風
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

�

先
輩
方
が
情
熱
を
か
け
て
き
た
１
０
０

年
の
歴
史
を
守
る
た
め
に
は
、
進
化
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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コロナ禍だったからこそできたアクティビティ

10R1Z 東京渋谷 LC

5 月 25 日、27 日、31 日
6 月 1 日、3 日、6 日、8 日、10 日

今年 3 月から頻度を増した新型コロナウィル

スの報道に、言い知れぬ不安と、一方で命を

かけて国民をその猛威から守ろうと懸命に活

動しておられる方々へ何か支援したい、とい

う熱い思いが、報道を見る度に強くなってい

きました。

更に、クラブ内でも数名いる飲食業の仲間

は、厳しい状況であろうと想像でき、ならば、

この両方に少しばかりの心の支援ができない

か？と考えたのがこのアクティビティの始ま

りです。

幸い、年間のクラブ事業費の当初予算をふり

むけてはどうか？と思ったことも行動に出や

すい条件の 1 つでした。

この 3 つを満たすアクティビティをクラブ内

の仲間に相談し、同意であることを確認して

何度も意見を重ね、クラブ理事会の承認を

得て、素晴らしい実りを得た活動ができたと

思っています。

①�コロナ禍でも最前線で都民の命を守ってく

ださる消防署救急隊の皆様へお食事を提供

し、感謝と応援の気持ちを表す。

　�（8 回にわたり短期集中で提供。1回 80 食。

6 カ所に分かれている渋谷区内の消防署の

本署・分署にメンバーが手分けして届ける）

②�飲食業のクラブの仲間にお弁当を作っても

らう。

③�お弁当代金は、今期未使用だったクラブの

事業費で対応する。

というストーリーでスタートしたこの活動は、

入会歴３年未満のメンバーで実行委員会を構

成しました。

初アクティビティ体験の人が殆どでしたが、

その輪は回を重ねるごとに広がり、かかる多

少のトラブルを都度皆で話し合い、解決しな

がら遂行していくその時間軸の中で、仲間の

絆が深まり信頼感が構築され、8 回の活動が

無事に終わった時には言い知れぬ達成感と充

実感を共有することができました。

多くの実りを得たこの度のアクティビティは、

東京渋谷ライオンズクラブと若き実行委員会

一同の誇りと思っています。

東京渋谷ライオンズクラブ

アクティビティ委員長　L 渡辺軍寿

（文責：実行委員　Ｌ北岡知子）
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キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
関
連
報
告

第 66 回年次大会議案の開票結果 　4 月 25 日

4 月 25 日キャビネット事務局において、

第 66 回年次大会議案の投開票が行われま

した。

4 月 24 日には資格審査委員長 L 荻野桂一

の審査を受け代議員数 561 に返信数 495

と無効票が確認されての開票結果を報告い

たします。

ライオンズクラブ国際協会 330-A 地区

2020 ～ 2021 年度地区ガバナー信任投票

投票総数 495 票  有効票数 468 票

無効票数  27 票

東京世田谷ライオンズクラブ L 進藤 義夫

信任   448 票

不信任   20 票

ライオンズクラブ国際協会 330-A 地区

2020 ～ 2021 年度第 1 副地区ガバナー信任投票

投票総数 495 票  有効票数 463 票

無効票数  32 票

東京新宿ライオンズクラブ L 中井 正力

信任   448 票

不信任   15 票

ライオンズクラブ国際協会 330-A 地区

2020 ～ 2021 年度第 2 副地区ガバナー信任投票

投票総数 495 票  有効票数 461 票

無効票数  34 票

東京田無ライオンズクラブ L 増田 正明

信任   433 票

不信任   28 票

以上の結果を踏まえ地区ガバナー、第 1 副

地区ガバナー、第 2 副地区ガバナーの

信任が指名・選挙管理委員会委員長 L 橋本

光祥より報告されました。

ライオンズクラブ国際協会 330-A 地区 議

案 4 ～ 11 投票結果

議案 4 �2019 ～ 2020 年度 330-A 地区上

半期会計報告書承認の件

投票総数 495 票  有効票数 438 票

無効票数  57 票

承認   437 票

非承認    1 票

議案 5 �2018 ～ 2019 年度 330-A 地区会

計報告書承認の件

投票総数 495 票  有効票数 438 票

無効票数  57 票

承認   436 票

非承認    2 票

議案 6 �2020 ～ 2021 年度地区クラブ費

として 1 クラブ 1 ヶ月 2,000 円拠

出の件

投票総数 495 票  有効票数 437 票

無効票数  58 票

承認   419 票

非承認   18 票

議案 7 �2020 ～ 2021 年度地区費として　

1 メンバー 1 ヶ月 680 円拠出の件

家族会員 ( 二人目以降 )、学生会員は免除

* 但し、新型コロナウイルスの影響を鑑み、負担軽

減の観点から、全会員について 3 ヶ月分を免除する。

投票総数 495 票  有効票数 439 票

無効票数  56 票

承認   424 票

非承認   15 票

議案 8 �2020 ～ 2021 年度地区大会費とし

て 1 メンバー 1ヶ月 150 円拠出の件

家族会員 ( 二人目以降 )、学生会員は免除

* 但し、新型コロナウイルスの影響を鑑み、負担軽

減の観点から、全会員について 3 ヶ月分を免除する。

投票総数 495 票  有効票数 439 票

無効票数  56 票

承認   420 票

非承認   19 票

議案 9 �2020 ～ 2021 年度 330-A 地区ア

クティビティ・スローガン決定の件

「輝け ! クラブ  楽しもうライオンズライフ」

東京世田谷ライオンズクラブ

投票総数 495 票  有効票数 438 票

無効票数  57 票

承認   429 票

非承認    9 票

議案 10 �2020 ～ 2021 年度 330-A 地区

第 67 回年次大会開催地選定の件

投票総数 495 票  有効票数 437 票

無効票数  58 票

承認   434 票

非承認    3 票

議案 11 �330-A 地区キャビネット事務局を

一般社団法人化する件

投票総数 495 票  有効票数 403 票

無効票数  92 票

賛成   326 票

反対    77 票

以上の結果を踏まえ 2020 ～ 2021 年度 

議案 4 ～ 11 の承認が決議委員会 委員長

L 橋口啓一より報告されました。

取材 : マーケティング・コミュニケーション・IT 委員会
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今期

全国骨髄バンク推進連絡協議会よりガバナーに感謝状が贈呈　 5 月 14 日

5 月 14 日の木曜日 認定 NPO 法人 全国骨

髄バンク推進連絡協議会 副会長 渋谷俊徳氏

（新都心 LC 所属）より伊賀ガバナーに感謝

状が贈呈された。

取材：マーケティング・コミュニケーション・

IT 委員会

東京都へマスク 30,000 枚寄贈 　5 月 14 日

5 月 14 日 伊賀ガバナーと上野幹事、阿部

会計のキャビネット 3 役は東京都庁におい

て東京都病院経営本部 堤 雅史 本部長にマ

スク 30,000 枚寄贈の報告を行った。

このマスクは 4 月 10 日 LCIF より 10 万ド

ルの交付を受け 20 万枚のマスクを購入。こ

れを感染者数の割合で東京都に割り当てら

れた 30,000 枚である。

今回の支援を受けて堤 本部長より多くの感

謝の言葉と共に、未知のウイルスとの戦い

の最中である現状を理解して頂き、今後と

も継続した支援をお願いしたいとの要望が

あった。

また、ライオンズクラブ国際協会 330―A

地区よりのマスク寄贈が、5 月 15 日に東京

都病院経営本部から東京都新型コロナウイ

ルス感染症対策本部へ報告された。

マスクの配布先と枚数は以下の通り

東京都立広尾病院  4,000 枚

東京都立大塚病院  4,000 枚

東京都立駒込病院  4,000 枚

東京都立墨東病院  4,000 枚

東京都立多摩総合医療センター  4,000 枚

東京都立小児総合医療センター  4,000 枚

東京都立松沢病院  4,000 枚

東京都病院経営本部 2,000 枚
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第 12 回コーディネーター ZOOM 会議　 5 月 18 日

第 12 回コーディネーター ZOOM 会議が

令和 2 年 5 月 18 日（月）10 時 30 分から

12 時で行われた。

伊賀保夫地区ガバナーはじめ、進藤義夫ガバ

ナーエレクト、中井正力次期第 1 副地区ガ

バナー予定者、増田正明次期第 2 副地区ガ

バナー予定者（現 GLT 副コーディネーター）、

佐久間洋一 GLT コーディネーター、中村安

次 GMT コーディネーター、御厨正敬 GST

コーディネーター、島田光子 FWT コーディ

ネーター、小林幸栄 FWT 副コーディネー

ター、梶原正和運営改革室長、上野繁幸幹事、

阿部かな子会計、今回は 12 名の参加で行わ

れた。

佐久間コーディネーターの進行で始まり、伊

賀ガバナーからの挨拶

続いて各コーディネーターからの報告と、今

後の予定についての発表があった

協議事項では

（1）コロナウイルス感染時のクラブ活動と

して各クラブの回答をふまえ、会員維持対

策、会費減免などを議論された。

（2）Web 会議の推進方法として、体験セミ

ナー、キャビネット会議、ZC セミナー等の

開催などの議論をされた。

コロナ後の社会情勢の中で、より有効で効率

的なライオンズクラブの運営や奉仕活動の

方向性を思案した第 12 回コーディネーター

ZOOM 会議であった。

次回の開催予定は令和 2 年 6 月 8 日（月）

10 時 30 分から 12 時 ZOOM 会議で行われ

る

キャビネット幹事 L 上野繁幸

マスク配布プロジェクトについて

今期はガバナー方針により、 各クラブのアク

ティビティを支援するという 目的で事業企

画室を設け、ガバナー公式訪問時にお預か

りしたドネーションを活用してクラブ アク

ティビティをプロジェクトとして サポート

させて頂いてまいりました。  しかし、 新型

コロナウィルスの影響でいくつもの事業が

中止になってしまいまし

た。  そこで、準備して

おりました プロジェクト

余剰金と年次大会に宛が

う予定にしておりました

予算の一部を併せて「マ

スク 配布プロジェクト 」

を企画致しました。

具体的には、50，000 枚

のマスクをご用意し 、5

月中には皆さまの地域に配布可能になるよ

う手配を進めております 。 地区ガバナー方

針にもございます「団結の力」を柱に、各

ゾーン単位で 1，000 枚強の割り当てが可

能ですので、ぜひゾーン単位で地域 アクティ

ビティにご活用いただければ幸いです。 ク

ラブ毎にご希望の際もゾーン・チェアパー

ソン経由でのお申し込みをお願い致します。 

下記申込書に ゾーン 名、必要枚数、配布先

をご記入の上、お申し込み 頂きたくお願い

申し上げます。 締め切り後集計し、ご希望

の支援先に皆さまのクラブ名（ご担当者名）

を記載の上、直接送付も可能です。 基本は

ゾーン単位での支 援ですが、ゾーンで支援

先がわかれたりした場合、 分割配布も可能で

すので ゾーン・チェアパーソン に ご相談

ください。 ゾーンの団結を次期に繋げて参

りたいと思います。

数に限りがござい ます。 330 － A 地区に

は 35 ゾーン 19 8 のクラブがありますの

で、ご希望に沿えない場合もありますが 、 

よろしくご理解のほどお願い申し上げます。
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公益財団法人東京都障害者スポーツ協会を訪問 　6 月 5 日

6 月 5 日金曜日 13 時より 伊賀ガバナー、

梶原キャビネット運営改革室長、屋代スペ

シャルティクラブコーディネーターは公益

財団法人東京都障害者スポーツ協会を訪問

し、年次大会記念事業の第 21 回東京都障害

者スポーツ大会特別協賛金を贈呈。

年次大会記念アクティビティとして、新型

コロナウィルス対策プロジェクト マスク

1,800 枚を贈呈した。

また、永続の東京都障害者スポーツへの支

援活動に対しての感謝状を拝受した。

菊池和則専務理事事務局長、武川博音経営

企画部長との会談では、新型コロナウィル

スを受けての第 21 回東京都障害者スポーツ

大会、10 月開催、鹿児島県での全国大会の

開催も未定となっている件や、6 月 20 日開

催の「令和元年度第 2 回総会」で伊賀ガバ

ナーが協会理事への就任の報告を受け、次

回からの東京都障害者スポーツ大会開会式・

閉会式では、ライオンズ関係のご挨拶をガ

バナーと LC 理事、万歳三唱をガバナーエレ

クトとするなどの発案を頂いた。

会談の終わりには、双方のホームページを

リンクさせての情報交換と相互連携活動を

推進する事で一致した。

スペシャルティクラブコーディネーター　

Ｌ屋代誠一

一般社団法人 協力隊を育てる会を訪問 　6 月 5 日

６月５日金曜日 14 時 30 分より 伊賀ガバ

ナー、梶原キャビネット運営改革室長、屋

代スペシャルティクラブコーディネーター

は一般社団法人 協力隊を育てる会を訪問

し、年次大会記念アクティビティとして、

新型コロナウィルス対策プロジェクト マス

ク 1,800 枚を贈呈。

キッズフェスタ in 大井競馬場及び日比谷公

園ガーデニングショープロジェクト ( 途上

国民芸品販売４か国出店 ) 協力感謝状を贈

呈した。

奥永眞智子常任理事、伊藤聡一郎事務局次

長事業部長との会談では、「協力隊を育てる

会」の、JICA 海外協力隊のサポート活動

や、( 帰国隊員進路 & 活動支援や派遣先途

上国支援「小さなハートプロジェクト」等 )　

協力隊より子供食堂へ食糧援助４回、災害

被災地へカレンダー 600 部の支援協力など

の詳細の説示を受けた。

また、全国の協力隊支援支部とライオンズ

の全国組織が連動した連携活動を模索す

る。双方のホームページをリンクさせて、

情報交換と相互連携活動を推進するなどを

発案。

JICA との連携協定の道を提案され、今期

中の会合を企画提案を約束された。

スペシャルティクラブコーディネーター　

Ｌ屋代誠一
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私からあなたへ　MCIT 委員会有志プラスＧ

「新しい生活様式への対応」with COVID-19( 共存していく )

2020 年 4 月 7 日に安倍首相から緊急事態

宣言が発せられ、不要不急の外出の自粛要

請が全国に広がり、その日から市民一人一

人が少しずつ努力を重ね、５月下旬になり

新型コロナウイルスの感染拡大の速度を抑

えることができていると思われます。

ちょうど宣言が発せられた時同じくして、

330-A 地区伊賀保夫ガバナー（以下 G）か

ら「新型コロナウイルス感染

拡大対応」テーマのビデオを

配信。約 1,000 回の再生があ

り多くの方々に「三密を避け、

衛生管理の徹底、そして２週

間の行動記録の重要性」を発

信しました。

今回、全国各地で緊急事態

宣 言 が 解 除 さ れ、「 新 し い

生 活 様 式 へ の 対 応 」with 

COVID-19（共存していく）

をテーマに伊賀保夫Ｇから皆さまへメッ

セージビデオをリモートで作成いたしまし

た。

コロナと共に生活していくライフスタイル、

新クラブ運営の情報が盛りだくさんです。

是非ご覧ください。

（3 分 15 秒の動画 撮影：330-A 地区伊賀保

夫ガバナー 企画編集マーケティング・コミュ

ニケーション IT 委員会）

末筆ながら、メンバーの皆様とご家族のご

健勝を心より祈念いたします。
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【次期三役セミナー】ライオンズクラブ 国際協会 330-A 地区

６月７日、次期三役セミナー DVD を各クラブ事務局

に４枚ずつ発送させていただきました。

新型コロナウイルスの影響で集合形式で開催できな

かったため、次期運営方針中心に 30 分ほどの動画に

しました。

同じものを地区 HP にアップしますのでどうぞご覧く

ださい。
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YCE Report
地区内各クラブ及びメンバーの皆様には日頃より YCE 活動に深いご理解とご協力を賜わり、 改めて厚く感謝申し上げます。

さて、 今年度の YCE 活動は新型コロナウイルスの影響により、 残念ながら冬期の活動のみとなりましたが、 取り敢えずその活動及び皆様から

お預かり致しました協賛金の収支をご報告申し上げます。 2019 ～ 2020 年度　330-A 地区 YCE 委員会

２０１９～２０２０年度 YCE 活動に関して

３３０-A 地区各クラブ及びメンバーの皆様には、 YCE 活動に関し深いご理解とご協力を頂き感謝申し上げます。

さて、 今年度は冬期の派遣及び来日生受け入れを無事終え、 春期及び夏期の派遣生の為のオリエンテーションを去る２月１５日私も出席し開講致しまし

たが、 その直後から新型コロナウイルスが蔓延し始め、 誠に残念ながら春期及び夏期の交換留学が全て中止、 又第１６回青少年英語スピーチコンテス

トも中止せざるを得ぬ事となりました。

この YCE プログラムは、ライオンズクラブ国際協会の国際プログラムである事から今年度の交換留学は日本のみならず全世界にて中止となった次第です。

この様に、 今年度は誠に残念な結果となりましたが、 このコロナウイルスに打ち勝ち来期以降にそのエネルギーを発揮出来ればと思い、 引き続き各クラブ

及びメンバーの皆様のご理解とご協力を賜ります様お願い申し上げます。

２０１９～２０２０年度　３３０-A 地区ガバナー　伊賀保夫

（１） 冬期来日生　　（２０１９年１２月）

▶Mr. Kon Zheng YAN 　(19 才 ) マレーシア　１２月５日～２６日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホスト家庭 （スポンサークラブ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　①Ｌ．久保田明雄　（東京赤羽ＬＣ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　②Ｌ．中尾美佐男　（東京けやきＬＣ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　③Ｌ．尾崎信夫　（東京東大和ＬＣ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　④Ｌ．高橋孝子　（東京上野東ＬＣ）

▶ 大塚ひよりさん （東京新都心ＬＣ）

　 イタリアへ　（2019 年 12 月 19 日 ～  2020 年 1 月 7 日）

＊フェアウェルパーティ　（１２月２２日）

２０１９～２０２０年度　ＹＣＥ委員会　活動報告

２０１９～２０２０年度　ＹＣＥ協賛金特別会計収支報告

▶Mr. Wei Hng CHIA　(16 才 ) シンガポール　１２月１３日～２６日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホスト家庭 （スポンサークラブ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　①Ｌ．富樫誠　（東京レスキューＬＣ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　②Ｌ．生沼夏也　（東京レスキューＬＣ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　③Ｌ．平位尚子　（東京レスキューＬＣ）

▶ 菅野瑛之介君　（東京中野ＬＣ）

　 マレーシアへ　（2019 年 12 月 21 日～ 2020 年 1 月 8 日）

（２） 冬期派遣生

（３） 春 ・ 夏期派遣生オリエンテーション開講式 (2020 年 2 月 15 日 )

注） �以後、 新型コロナウイルス蔓延の為、 春期 ・ 夏期

留学生交換事業、 第 16 回青少年スピーチコンテ

スト等、 全ての事業が残念ながら中止となりました。

注） �本 収 支 報 告 は、 2020

年 5 月末現在の暫定で

あり、 特に余剰金の処理

については、 第 4 回キャ

ビネット会議にて審議さ

れる予定です。

（単位：円）
収入の部 支出の部

ＹＣＥ協賛金
受取利息

収入の部合計

複合地区分担金
冬期キャンプ費用
派遣生関連費用

その他雑費
支出の部小計

余剰金（未使用残）

支出の部合計

２，８５０，０００
１４

２，８５０，０１４

２５０，０００
１７９，３５０
９９，５７０
１，４８５

５３０，４０５
２，３１９，６０９

２，８５０，０１４
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LCIF Report

　先ず、LCIF 理事長グドラン・イングバドターから皆様へと題したメッセージをお伝えします。
ライオンズ会員の皆様
　この困難な時にあって、私たちはグローバル・コミュニティの現実に向き合い対応しつつも、未来へ
の希望は失わずにいなければなりません。私どももまた、長期的な視野に立って成功を収めるために最
善の方法を見極めようとしています。
　この決意のもと、チョイ国際会長、山田キャンペーン国際委員長、ムーアキャンペーン国際副委員長、
そして私より、キャンペーン100「LCIF 奉仕に力を」の期間が 1年間延長され、2022 年 6月 30日ま
でとすることが決定されたことをここにお知らせいたします。ライオンズクラブ国際財団（LCIF）の未
来のために、このキャンペーンでは私たちの全力を余すところなく発揮して取り組むべきであり、その
取り組みをする機会を与えるためには、時間が必要です。
　この新型コロナウイルスの蔓延に直面しつつも、私たちは楽観的でかつ行動あるのみという態度で臨
もうとしています。2020 年 5月 21日現在、LCIF は 3,851,655ドルを、新型コロナウイルスで大きな
被害を受けているコミュニティへの緊急支援のために交付しております。皆さんの財団でLCIFとのつ
ながりを維持し、その取り組みについて常に最新情報を得ていただければ幸いです。
　多くのライオンズ会員から、この極めて困難な時に、どうやって手を差し伸べることが出来るかとの
質問を受けます。可能であれば、ぜひLCIF の寄付は lionsclubs.orq/donate から行っていただけます。
LCIF が、ライオンズが行う地域の安全・健全を守る取り組みに支援を続けるには、お一人お一人の寄
付が不可欠です。すべての寄付は、ＭＩＦとキャンペーン100での表彰対象となります。最近寄付をし
てくださった皆様には、その思いやり、そして私たちライオンズの財団へのご支援に心から感謝申し上
げます。　　　　心を込めて・・・ライオンズクラブ国際財団理事長　　グドラン・イングバドター

勇気の鐘を＝過酷な数ヶ月を耐え抜き、16歳のパレマはボツワナの病院で鐘を鳴らすことができました。
この鐘はパレマが化学療法の治療を終えたことを示すものでした。ライオンズはLCIFの支援を得て、グ
ローバルホープと協力し、診断と治療を、他の方法では届けることのできない地域にももたらしています。

LCIF キャンペーン 100
地区コーディネーター

L 伊賀　則夫

LCIF 委員会委員長

L 大森　光徳

LCIF この 1 年を振り返って

LCIFの寄付はライオンズによる新型コロナウイルス感染症への対応に」役立っています。
　私たちの財団は、新型コロナウイルス陽性の確定条件数が急増している地域を支援するために、既に 300 万ドルの交付金を提供し
ました。LCIFはこれらの事業を一般災害援助資金でサポートしていますが、集まった資金が事業に必要な額を上回った場合は、他の
災害救援活動を支援するために利用される可能性があります。LCIF への皆様の支援が今ほど重要な時はありません。一般災害援助資
金への寄付を、どうぞ今すぐにご検討下さい。寄付をして与える喜びを＝キャンペーン100により、ライオンズはそれぞれの地域社
会で弱い立場にある人々への奉仕を続けることができます。これは、コミュニティセンターの再建であったり、公園の建設や医療従
事者への保護具の配布であったりするでしょう。キャンペーン100：LCIF 奉仕に力を＝私たちが暮らすこの世界には、助けを求めて
いる人たちがいます。思いやりのあるライオンズが、私たちのグローバルな財団の支援の下、世界を変えようとしています。キャン
ペーン100の力について理解を深め、友人、家族、地域社会の人々の暮らしを変えようと取り組むライオンズをご支援下さい。それは、
私たちが願う変化を世界にもたらすことにつながります。　　　　　　　ライオンズクラブ国際財団（LCIF）Eニュースレターより

　3年連続でLCIF 委員長をさせていただきましたが、今期ガバナーに就任した息子からは、「今期はいいから」と言われていました。
私も「そうだよね～」との思いもあって、誰を後任のLCIF 委員長になって頂くのが良いのか？真剣に考え抜いた結果、綾瀬LCの大
森光則Lしかいない、との結論に達し、ご本人に直接思いを伝えました。大森光則Ｌを知る人はご理解いただけると思いますが、と
にかく「熱い男」ですから、引き受けた以上は猪突猛進、何が何でもやる！そんなライオンマンに狂いはありませんでした。

LCIF キャンペーン 100
地区副コーディネーター

L 宮本志づ子



■ 累計金額 : 8,268,700 円
■ 献金クラブ数：35 クラブ

330-A 地区 4 月30日現在での MJF の現況■

■ 累計金額 : 48,488,400 円
■ 口  　 数 : 441 口

■ 献金者数 : 243 名

330-A 地区 4 月 30 日現在での $100 の現況

≪リードギフト誓約者≫　2 名

東京ピース LC

東京新宿 LC

東京銀座 LC

東京数寄屋橋 LC

東京数寄屋橋 LC

東京赤坂 LC

東京巣鴨 LC

東京中野 LC

L 伊賀　保夫

L 山浦　晟暉

L 山田　春雄

L 大石　　誠

L 村木　秀之

L 阿久津隆文

L 今井　文彦

L 宇田川直子

≪メジャーギフト誓約者≫　 10 名
※リジョン・ゾーン順

　LCIF 委員会の目的は、とにかくお金を集める。協力者を見つけ、説得し、ひたすらお願い行脚しかありません。トップである
委員長の「熱さ」がなければお金は集まらないのですが、大森光則委員長は見事に応えてくれました。
　私は、エクステンション委員長就任の予定でしたが、「天の声」が掛かり、LCIFキャンペーン100 地区コーディネーターの役
職に就くようにとの要請があり、エクステンションは、会員増強委員会の中に組み入れていただくことで、キャンペーン100 地
区コーディネーターをお引き受けすることになりました。LCIF の基本は、1,000ドル献金ですが、1,000ドルを集める大森光則
委員長と、100ドルを集める担当者が別々の行動をとることは良いことではありません。両方の力を併せることで 1+1が 2にも 3
にもなるからです。
　大森光則委員長がお願いした副委員長は、城東 LCの小泉宗孝Ｌと江北LCの宍倉克己Ｌです。過去に実績のある八王子高尾
LCの原田純子Ｌは私がお願いをしました。もう1つ大切なポジションは、キャンペーン100の副コーディネーターですが、紀尾
井町ＬＣの宮本志づ子Ｌをガバナーが指名してくれたことも大助かりでした。
　330- Ａ地区には、LCIFキャンペーン100 全日本エリアリーダー元地区ガバナーの菅原正雄Ｌと、LCIF エリアリーダー（東日
本担当）元地区ガバナーの大石誠Ｌと、全日本の重職を担っているお 2人がいらっしゃるに加え、複合地区委員長として、東京・
神奈川・山梨・埼玉県を統括し、指導しているのが阿久津隆文元ガバナーです。更に、330- Ａ　LCIFの地区副コーディネーター
は、ミスターLCIFの異名を持つ銀座LCの山田春雄Ｌです。この方々を冠にしている330-Ａ地区LCIF委員会並びに、キャンペー
ン100担当の私たちは結果を出さざるを得ません。
　大森光則委員長、宮本志づ子副コーディネーター、私と、今期は 3人のトロイカ体制でスタートを切ったのです。要は、自分
の担当は1,000ドルを集めるとか、100ドルが私の担当だとかの垣根を作らずに、お互いが協力し合った結果が今期の数字となっ
たのです。
　ライオンズクラブは、世界最大の奉仕団体ですが、奉仕とは①労力奉仕。②金銭奉仕の 2種類がある事さえ知らずに入会した
メンバーは、私だけではないと思います。　今年で創設 102 年になるライオンズクラブが、51年前に金銭奉仕も充実させようと
のことで、LCIF（ライオンズ国際財団）を作りました。日本は今から68年前にフィリピンのスポンサーで 35番目の入会国とな
りました。（現在は 212）会員数が増え続けたことで、8つの複合地区が出来、35の地区があるのですが、何をするのにもランク
分けされます。LCIFの献金額の集まり具合が 35番目の最下位だった5年前を考えると面目躍如といったところでしょうか。
今期も LCIF に献金協力してくださいましたメンバーの皆様と、330- Ａ地区・330 複合地区の役員の皆様の熱いお気持ちと、
努力に心より感謝申し上げます。

LCIFキャンペーン100 地区コーディネーター　Ｌ伊賀　則夫

東京中野 LC

東京横田 LC

東京八王子高尾 LC

東京八王子陵東 LC

L 田中　淳正

L 加藤　邦広

L 原田　純子

L 石井　征二




